
長野工業高等専門学校 開講年度 令和02年度 (2020年度) 授業科目 応用物理Ⅱ
科目基礎情報
科目番号 0080 科目区分 専門 / 必修
授業形態 授業 単位の種別と単位数 学修単位: 2
開設学科 環境都市工学科 対象学年 4
開設期 後期 週時間数 2

教科書/教材
教科書A：「初歩から学ぶ基礎物理学　力学II」大日本図書，教科書B：「初歩から学ぶ基礎物理学　熱・波動」大日本
図書，「熱・波動 問題集」大日本図書 / 参考書：「基礎物理学」学術図書出版社，「考える力学」学術図書出版社，「
ゼロからの熱力学と統計力学」岩波書店

担当教員 大西 浩次
到達目標
角運動量や力のモーメントを用いて，質点系および剛体の並進運動と回転運動を説明できること．温度，内部エネルギー，エントロピーなどの
状態量，熱力学の第1法則と第2法則を説明できること．これらの内容を満足することで，学習・教育目標の(C-1)の達成とする．
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

質点系と剛体の力学に関する評価
項目

角運動量や力のモーメントを用い
て，質点系および剛体の並進運動
と回転運動を説明することが十分
にできる．

角運動量や力のモーメントを用い
て，質点系および剛体の並進運動
と回転運動を説明することがある
程度できる．

角運動量や力のモーメントを用い
て，質点系および剛体の並進運動
と回転運動を説明することができ
ない．

熱力学に関する評価項目
温度，内部エネルギー，エントロ
ピーなどの状態量，熱力学の第1法
則・第2法則を説明することが十分
にできる．

温度，内部エネルギー，エントロ
ピーなどの状態量，熱力学の第1法
則・第2法則を説明することがある
程度できる．

温度，内部エネルギー，エントロ
ピーなどの状態量，熱力学の第1法
則・第2法則を説明することができ
ない．

学科の到達目標項目との関係
教育方法等

概要
（１）応用物理Iで学んだ質点の力学を発展させるとともに，角運動量を導入して，質点系（多数の質点が集まった多粒
子系）と剛体（変形しない物体）の運動を扱う．（２）熱力学的な諸現象を把握するために，物体を構成する原子・分
子という微視的な立場からの解釈を取り入れながら，系全体としての巨視的な物理量（とそれらの変化）の間の関係を
記述する「現象論」を展開する．

授業の進め方・方法

・授業方法は，概要説明と例題演習（グループワークを含む）とを繰り返しながら，最後に確認テストなどで振り返る
．
・適時，レポート課題を課すので，期限内に提出すること．

なお，この科目は学修単位科目であり，授業時間30時間に加えて，自学自習時間60時間が必要である．事前・事後学習
として課題等を与える．

注意点

＜成績評価＞試験（60%），授業中の問題演習・小テストおよびレポート課題（40%）の合計100点満点で（C-1）を
評価し，評価結果60点以上を合格とする．
＜オフィスアワー＞水曜日 16:00～17:00，電気電子・機械工学科棟3F 313物理準備室
＜先修科目・後修科目＞先修科目：物理Ⅰ，物理ⅠI，応用物理I
＜備考＞1～3年次の物理や化学の学習内容を理解していること，数学（微分・積分，微分方程式，ベクトル，ベクトル
解析，行列）が使えることを前提とする．各週の授業内容を整理・復習し，自分なりの理解をもつことが大切である．

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

後期

3rdQ

1週 運動の微分方程式の復習
（教科書A：pp. 8-39）

運動方程式を微分形式で表現し，代表的な運動（特に
質量が変化する場合）に対して微分方程式を適用でき
る．

2週 質点の回転運動
（教科書A：pp. 44-48）

質点の回転運動を角運動量を用いて表現し，力のモー
メントとの関係を理解できる．

3週 角運動量に対する運動方程式
（教科書A：p. 46, p. 49）

角運動量に対する運動方程式を理解し，角運動量保存
の法則を説明できる．

4週 2体系の力学
（教科書A：pp. 84-99）

2体系の重心の意味を理解し，並進運動と回転運動を運
動方程式を用いて説明できる．

5週 質点系と剛体の力学
（教科書A：pp. 104-112）

2体系の運動を拡張することで，質点系および剛体の重
心の位置を計算し，並進運動と回転運動を説明できる
．

6週 慣性モーメント
（教科書A：pp. 113-114, pp. 116-120）

剛体の慣性モーメントを理解し，平行軸の定理や直交
軸の定理を説明できる．様々な剛体の慣性モーメント
を計算できる．

7週 剛体の固定軸まわりの運動
（教科書A：pp. 121-124）

剛体の固定軸まわりの運動を理解し，滑車（輪軸）や
実体振り子の問題を解くことができる．

8週 剛体のつり合いと平面運動
（教科書A：pp. 114-115, pp. 124-125）

剛体のつり合い条件を理解し，斜面を転がる運動を説
明できる．それらの応用問題を解くことができる．

4thQ

9週 熱と温度
（教科書B：pp. 10-18）

熱と温度の違いを理解し，熱平衡や熱量保存，熱力学
の第0法則を説明できる．

10週 気体分子運動論
（教科書B：pp. 30-47）

理想気体の状態方程式を理解し，気体の温度と分子の
運動エネルギーとの関係，エネルギー等分配を説明で
きる．

11週 熱力学の第1法則
（教科書B：pp. 52-57）

内部エネルギーや準静的過程（可逆過程）などの概念
を理解し，熱まで含めたエネルギー保存則を説明でき
る．

12週 理想気体の状態変化
（教科書B：pp. 58-64）

定積変化，定圧変化，等温変化，断熱変化のp-V図を
理解し，理想気体の内部エネルギー，仕事，熱量の変
化を説明できる．

13週 理想気体の比熱
（教科書B：pp. 65-69）

定積モル比熱および定圧モル比熱を理解し，気体分子
の自由度との関係を説明できる．

14週 熱機関
（教科書B：pp. 70-73, pp. 78-82）

熱を仕事に変換する熱サイクルとして熱機関を理解し
，熱効率を求めることができる．



15週 熱力学の第2法則
（教科書B：pp. 74-77）

エントロピーを状態量として理解し，不可逆過程によ
ってエントロピーが増大することを説明できる．

16週 学年末達成度試験
評価割合

試験 小テスト 平常点 レポート その他 合計
総合評価割合 60 10 15 15 0 100
配点 60 10 15 15 0 100


